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The･KING ～ 今号の注目記事 ～

農林水産大臣賞 

農事組合法人北向結ファーム 「つや姫」、的場代表理事 

県産米の品質等を評価する令和５年度宮城県農林産物品評会〔うるち玄米部門〕（宮城県等主催）において、

県内各地から出品された１３４点の中から、令和５年秋に行われた審査の結果、村田町の農事組合法人北向結
きたむきゆい

フ

ァームの「つや姫」が最高位の農林水産大臣賞を受賞しました。 

また、ササニシキ系米のおいしさを競うコンテストである第７回全国ササニシキ系『ささ王』決定戦 2023（大

崎の米『ささ結』ブランドコンソーシアム等主催）では、全国から 83点が出品され、令和５年 11月に行われた

１次審査及び最終審査の結果、蔵王町のエコファーム蔵王株式会社が栄えある第７代『ささ王』に輝きました。 

令和５年は夏季の高温等の影響で品質低下を招きやすい条件の中、仙南の農業法人がこのような栄冠を獲得さ

れ、今後益々の発展が期待されます。                【大河原地方振興事務所 農業振興部】 

仙南地域のシンボルである蔵王は、地域にとって、言わば『王様』です。大河原地方振興事務所では、 

蔵王を仙南地域共有の大切な財産とし、地域の皆さまとともに、地域振興を進めていきます。 

 

 

 

 

仙南地域における、宮城県各公所の取り組みを紹介します。 

第 7 代『ささ王』 

エコファーム蔵王株式会社 村上代表取締役 
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「
ひ
な
の
郷
せ
ん
な
ん
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
ポ
ス
タ
ー 

を
作
成
し
ま
し
た 

観
光
・
文
化 

  

動画はこちらから

ご覧いただけます。 

温
泉
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
成
し
ま
し
た 

～
み
や
ぎ
仙
南
湯
め
ぐ
り
に
ゃ
ん
こ
け
し
の
旅
～ 

 

齋理屋敷で開催の「齋理の雛まつり」は

３月３１日まで開催中！ 

蔵
王
連
峰
の
麓
に
広
が
る
仙
南
地
域
は
温

泉
の
宝
庫
で
、
昔
か
ら
多
く
の
人
に
親
し
ま

れ
て
き
た
様
々
な
泉
質
の
温
泉
が
あ
り
ま

す
。
地
方
振
興
部
で
は
、
管
内
の
代
表
的
な

温
泉
地
を
「
み
や
ぎ
蔵
王
温
泉
郷
」
と
し
て
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
Ｈ
Ｐ
に
て
発
信
し
て
い
ま

す
。 温

泉
の
魅
力
を
さ
ら
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
温
泉
Ｐ
Ｒ
動
画

「
み
や
ぎ
仙
南 

湯
め
ぐ
り
に
ゃ
ん
こ
け
し

の
旅
」
を
作
成
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｈ
Ｐ
に
て
発

信
し
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、「
小
原
温
泉
か
つ
ら
の
湯
（
白

石
市
）
」、「
共
同
浴
場
神
の
湯
（
蔵
王
町
）
」
、

「
遠
刈
田
温
泉
ま
ほ
ろ
ば
の
湯
（
蔵
王
町
）」、

「
お
お
が
わ
ら
天
然
温
泉
い
い
湯
（
大
河
原

町
）」
の
計
４
本
を
公
開
し
ま
し
た
。 

動
画
内
で
は
、
温
泉
の
個
性
を
お
伝
え
す

る
た
め
、
一
般
社
団
法
人
宮
城
県
温
泉
協
会

「
温
泉
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
の
遠
藤
さ
ん
に
監

修
い
た
だ
き
、
テ
ロ
ッ
プ
で
泉
質
や
効
能
な

ど
の
情
報
の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。 

ぜ
ひ
仙
南
地
域
の
温
泉
に
来
て
、
見
て
、

知
っ
て
、
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。 

【
地
方
振
興
事
務
所 

地
方
振
興
部
】 

ひなの郷せんなんリーフレット 

にゃんこけしによる温泉の紹介 

大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
で
は
、
仙
南
地

域
、
山
形
県
置
賜
地
域
、
福
島
県
県
北
地
域

の
ひ
な
祭
り
イ
ベ
ン
ト
を
一
体
的
に
紹
介
す

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
ポ
ス
タ
ー
「
ひ
な
の
郷

せ
ん
な
ん
」
を
作
成
し
ま
し
た
。 

仙
南
地
域
で
は
１
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬

に
か
け
て
、
豪
商
の
家
に
代
々
伝
わ
る
お
雛

様
や
歴
史
あ
る
「
享
保
び
な
」
の
展
示
な
ど
、

特
色
あ
る
ひ
な
祭
り
イ
ベ
ン
ト
が
各
地
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
既
に
公
開
が
終
わ
っ
て

し
ま
っ
た
展
示
も
あ
り
ま
す
が
、
５
月
上
旬

ま
で
展
示
を
行
っ
て
い
る
施
設
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
Ｈ
Ｐ
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
見
て

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。 

今
回
は
、
ひ
な
祭
り
施
設
や
観
光
地
を
巡

る
モ
デ
ル
コ
ー
ス
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
は
管
内
の
観
光
案
内
所
等
で
入

手
で
き
ま
す
の
で
、
お
出
か
け
の
ご
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。 

【
地
方
振
興
事
務
所 

地
方
振
興
部
】 

 

ＨＰはこちらから 

みやぎ仙南湯めぐりにゃんこけしの旅 



SENNAN THE KING 

 

 

3 

    

 

                           

 

      

 

                      

 

                            

                            

 
 

 

大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
で
は
、
将
来
的

な
人
口
減
少
に
伴
う
地
域
産
業
の
担
い
手

確
保
に
寄
与
す
る
た
め
、
幼
少
期
か
ら
地
域

産
業
の
魅
力
に
触
れ
、
地
域
へ
の
愛
着
や
誇

り
を
醸
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
小
中
学
生

を
対
象
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業

を
令
和
４
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
は
、
白
石
市
、
角
田
市
、
柴
田
町

及
び
川
崎
町
に
お
い
て
、
延
べ
１５
校
６
５

９
人
の
生
徒
を
対
象
に
、
製
造
業
や
観
光

業
、
農
業
、
林
業
に
つ
い
て
紹
介
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

講
師
に
は
、
当
所
職
員
の
ほ
か
、
地
域
の

事
業
者
等
を
お
招
き
し
、
学
校
内
で
の
体
験

活
動
や
講
話
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
り
、 

 

 

観
光
・
文
化

令
和
５
年
度
進
路
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た 

観光振興に関する講話 
（観光編「地域の観光の取組」） 

花苗の寄せ植え体験 
（農業講座「花苗寄せ植え体験」） 

地
域
産
業
の
特
徴
や
魅
力
を
紹
介
し
ま
し

た
。 

 

子
ど
も
た
ち
は
、
各
産
業
に
日
頃
か
ら
携

わ
る
講
師
か
ら
の
説
明
や
様
々
な
体
験
を
通

じ
て
、
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
や
関
連
す
る

産
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。 

【
地
方
振
興
事
務
所 

地
方
振
興
部
】 

 

小
中
学
生
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業
を
実
施
し
ま
し
た 

 

金属加工の体験 
（ものづくり体験編） 

商
工
業
・
雇
用 

 

木製の箸づくり体験 
（「木育」×「食育」プログラム） 

施設見学の様子 

 

 

 

普
通
課
程
（
学
卒
者
訓
練
）
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
高
校
１
・
２
年
生
と
そ

の
保
護
者
、
若
年
求
職
者
の
方
を
対
象
に
進
路

説
明
会
を
１
月
２０
日
に
開
催
し
ま
し
た
。 

本
校
普
通
課
程
２
科
の
う
ち
、
情
報
通
信
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
科
は
、
情
報
通
信
分
野
に
お
け
る

有
線
・
無
線
に
対
応
し
た
技
術
操
作
や
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
持
っ
た
人
材

を
育
成
し
、
修
了
生
は
情
報
通
信
関
連
会
社
な

ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
科

は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
で
実
務
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
で
き
る
人
材
を
育
成

し
、
修
了
生
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
関
連
会

社
な
ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

 

学
校
見
学
を
随
時
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
本
校
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

お
気
軽
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
白
石
高
等
技
術
専
門
校
】 

  

全体説明の様子 
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丸
森
町
大
張
地
区
の
「
大
張
沢
尻
棚
田
」

を
題
材
と
す
る
作
品
を
募
集
し
た
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
が
、
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

４
回
目
と
な
る
今
回
は
、
町
内
外
４１
人
か

ら
計
８３
点
の
応
募
が
あ
り
、
厳
正
な
る
審

査
の
結
果
、
第
一
席
と
な
る
「
特
選
」
の
ほ

か
、「
大
槻
代
表
賞
」
や
「
大
張
り
き
り
賞
」

「
ユ
ニ
ー
ク
賞
」
な
ど
１３
作
品
が
受
賞
し

ま
し
た
。 

令
和
５
年
１２
月
１８
日
、
丸
森
物
産
い
ち

ば
八
雄
館
に
て
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
た

の
ち
、
同
所
に
て
１２
月
２６
日
ま
で
作
品
展

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
６
年
１

月
１５
日
か
ら
３１
日
に
か
け
て
は
、
宮
城
県

大
河
原
合
同
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
に
て
初
め

て
入
賞
作
品
の
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

大
張
沢
尻
棚
田
は
、
農
林
水
産
省
か
ら

「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」
に
も
認
定
さ
れ
た
美

し
い
石
積
み
棚
田
で
あ
り
、
四
季
そ
れ
ぞ
れ

に
風
光
明
媚
な
景
色
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。 

【
地
方
振
興
事
務
所 

農
業
農
村
整
備
部
】 

   

農
産
」
高
橋
代
表
取
締
役
か
ら
は
、
新
規
品
目

導
入
と
ス
マ
ー
ト
農
業
に
対
す
る
期
待
と
課

題
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
み
事
例
を
ご

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

管
内
で
は
、
事
業
実
施
地
区
が
１１
地
区
あ

り
、
新
た
に
担
い
手
法
人
を
設
立
し
て
、
高
収

益
作
物
の
導
入
を
行
い
な
が
ら
営
農
を
始
め

る
地
区
も
多
く
、
参
加
者
は
、
今
後
の
農
業
経

営
の
発
展
に
向
け
て
そ
れ
ぞ
れ
思
い
描
き
な

が
ら
熱
心
に
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。 

【
地
方
振
興
事
務
所 

農
業
農
村
整
備
部
】 

 

講話の話に引き込まれます 

髙橋代表取締役と佐藤代表理事による講演 

 

 

丸
森
町
に
て
「
第
４
回
沢
尻
棚
田
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

農
地
整
備
事
業
は
、
農
地
の
整
備
と
共
に

そ
の
農
地
の
担
い
手
と
な
る
高
度
経
営
体
の

育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
事
業
の
一
環

と
し
て
、
令
和
５
年
１２
月
８
日
に
、
農
地
整

備
事
業
の
実
施
地
区
及
び
計
画
地
区
の
生
産

者
を
対
象
と
し
た
農
地
集
積
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
生
産
者
、
関
係
機
関
の
担
当
者

な
ど
約
８０
名
が
参
加
し
、
今
年
度
は
、「
ス
マ

ー
ト
農
業
」
を
テ
ー
マ
に
、
加
美
町
に
あ
る

「
農
事
組
合
法
人
い
か
ず
ち
」
佐
藤
代
表
理

事
か
ら
地
域
農
業
継
続
に
向
け
た
農
地
集
積

と
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
に
よ
る
作
業
の
省
力

化
に
つ
い
て
、
大
郷
町
の
「
有
限
会
社
薬
師 

集落協定の大槻代表による表彰

式 

 

 

 

令
和
５
年
度
仙
南
地
域
農
地
集
積
研
修
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

を
開
催
し
ま
し
た 

八雄館での作品展 

 

 

 

大河原合同庁舎での展示 

 

 

 

農
林
畜
産
業 
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徽章を装着した「昭光茂」産子 ＰＲ活動を実施 

被災した大谷地線の様子 

完成した大谷地線の様子 

農
林
畜
産
業 

 

令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
よ
る
林
道
施
設
災
害
の 

復
旧
状
況
に
つ
い
て 

 

角
田
市
生
ま
れ 

県
基
幹
種
雄
牛
「
昭
光
茂
」
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施 

令
和
４
年
６
月
、
角
田
市
生
ま
れ
の
種
雄

牛
「
昭
光

あ
き
み
つ

茂し
げ

」
が
管
内
と
し
て
９
年
ぶ
り
に

宮
城
県
基
幹
種
雄
牛
に
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
１
月
１６
日
の
子
牛
市
場
（
令
和

６
年
初
セ
リ
）
で
は
、
「
昭
光
茂
」
選
抜
以

降
、
初
め
て
産
子
が
上
場
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
合
わ
せ
、
仙
南
地
域
畜
産
振
興
協
議
会

で
は
、
幅
広
い
認
知
と
活
用
の
た
め
Ｐ
Ｒ
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
の
ぼ
り
旗
の
掲
揚
や
、
上
場
産

子
へ
の
徽
章

き
し
ょ
う

の
装
着
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配

布
な
ど
を
通
じ
、
多
く
の
方
々
に
「
昭
光
茂
」

の
Ｐ
Ｒ
が
で
き
ま
し
た
。 

物
価
高
の
影
響
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の

増
大
等
に
よ
り
、
畜
産
農
家
は
厳
し
い
経
営

を
強
い
ら
れ
て
い
る
中
、
当
日
上
場
さ
れ
た

子
牛
た
ち
は
、
購
買
者
に
高
く
評
価
さ
れ
、

今
後
の
利
用
拡
大
に
向
け
、
弾
み
と
な
り
ま

し
た
。 

 

【
地
方
振
興
事
務
所 

畜
産
振
興
部
】 

  

農
林
畜
産
業 

当
管
内
の
林
道
施
設
は
３９
路
線
、
１
１
１

箇
所
に
及
ぶ
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
丸
森
町
内
で
は
、
３０
路
線
も
の
被
害
が

あ
り
、
丸
森
町
を
支
援
し
な
が
ら
早
期
の
復

旧
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

林
道
は
多
面
的
機
能
を
有
す
る
森
林
の

適
正
な
整
備
、
効
率
的
な
林
業
経
営
を
図
る

た
め
に
必
要
不
可
欠
な
施
設
で
あ
り
、
か

つ
、
地
域
住
民
の
生
活
道
と
し
て
重
要
な
役

割
も
併
せ
て
担
っ
て
お
り
ま
す
。 

令
和
５
年
度
末
ま
で
に
２９
路
線
に
つ
い

て
復
旧
工
事
が
完
了
見
込
み
と
な
り
、
残

り
１
路
線
に
つ
い
て
も
早
期
完
了
に
向
け

て
引
き
続
き
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。 

 

地
域
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

を
守
る
た
め
、
生
活
基
盤
と
な
る
林
道
施

設
の
早
期
復
旧
に
つ
い
て
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
御
理
解
と
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
地
方
振
興
事
務
所 

林
業
振
興
部
】 
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た
。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映

や
、
１
億
円
分
の
紙
幣
レ
プ
リ
カ
で
の

重
さ
体
験
な
ど
を
行
い
、
児
童
か
ら
は

「
教
科
書
に
も
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
大
切
に
使
い
た
い
と
思

っ
た
」「
き
ち
ん
と
納
税
し
た
い
と
思
っ

た
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
「
租
税
教
室
」
は
、
来
年
度
以

降
も
引
き
続
き
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

【
大
河
原
県
税
事
務
所
】 

仙
南
地
域
の
教
育
関
係
機
関
と
税
務

関
係
機
関
で
構
成
す
る
大
河
原
地
区
租

税
教
育
推
進
協
議
会
で
は
、
次
代
を
担

う
児
童
や
生
徒
に
税
の
意
義
や
役
割
を

正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
地

域
の
小
・
中
学
校
に
講
師
を
派
遣
す
る

「
租
税
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

大
河
原
県
税
事
務
所
か
ら
は
、
５
校

の
小
学
校
を
訪
問
し
、
税
金
の
し
く
み

や
使
い
道
に
つ
い
て
授
業
を
行
い
ま
し 

 

１億円分の紙幣レプリカでの重さ体験 

「租税教室」の様子 

子
育
て
・
教
育 

みやぎ仙南の郷土料理である「お

くずかけ」のレシピや仙南地域でお

くずかけを提供している店舗を紹介

します。 

 

みやぎ蔵王山麓に所在する白石市小原温

泉・鎌先温泉・白石湯沢温泉、蔵王町遠刈田

温泉及び川崎町青根温泉・峩々温泉の各温泉

地が連携し、「みやぎ蔵王温泉郷」として一体

的な情報発信や誘客の取組を行っています。 

X（旧 Twitter） 

「みやぎ蔵王三十六景」とは、みやぎ蔵

王を背景としたすばらしいスポットです。

仙南地域の新しい観光資源として、地域振

興を進めていくために、仙南２市７町の各

地から選定しました。 

せんなんスイーツＰＲ 

キャラクター 

せんにゃん 

仙南地域で愛されている「まち

のお菓子屋さん」やカフェ 60 店

舗を御紹介しています。 

猫の神様「せんにゃん」と一緒

に、スイーツ巡りをしてみてはい

かがでしょうか。 

「
租
税
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た 

大河原地方振興事務所公式 X・インスタグラム「いいっちゃね、

みやぎ仙南！＃んだから～」では、宮城県南地域のいいとこ情報を

積極的に発信しています。 

 

インスタグラム 
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渡邊典男氏による講演の様子 

午
前
は
、
蔵
王
自
然
の
家
登
山
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
渡
邊
典
男
氏
よ
り
、
「
ド

ル
マ
・
カ
ン
峰
を
登
頂
し
て
～
ネ
パ
ー
ル

で
の
登
山
、
冬
山
の
装
備
に
つ
い
て
～
」

の
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
１１
月
に
登

頂
し
た
経
験
を
踏
ま
え
て
、
登
山
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
呼
吸
法
、
飲
食
に
つ
い
て
の

内
容
を
話
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
も
興

味
深
く
聞
い
て
い
る
様
子
で
し
た
。
ま

た
、
登
山
の
装
備
に
つ
い
て
も
、
実
物
を 

千年杉前で集合写真 

スノーシュートレッキング 

み
や
ぎ
県
民
大
学
「
学
校
等
開
放
講
座
」
白
銀
の
蔵
王 

冬
の
森
体
験 

スノーキャンドル 

満
喫
！
蔵
王
の
冬 

ざおうさまと記念撮影 

子
育
て
・ 

教
育

紹
介
し
な
が
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
二
班
に
分
か
れ
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
雪
不
足

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
自
然
の
家
の
バ

ス
に
乗
っ
て
え
ぼ
し
ス
キ
ー
場
ま
で
移
動

し
、
千
年
杉
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。
ま

さ
に
、
白
銀
の
蔵
王
を
満
喫
で
き
た
ひ
と

と
き
と
な
り
ま
し
た
。 【

蔵
王
自
然
の
家
】 

イ
ン
に
、
１
月
２７
日
と
２８
日
の
１
泊
２

日
の
日
程
で
、
３７
家
族
９５
名
の
参
加
で

開
催
し
ま
し
た
。
１
日
目
は
、
「
ざ
お
う

さ
ま
」
と
一
緒
に
雪
像
づ
く
り
と
そ
り
遊

び
、
夜
に
は
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
を
行

い
、
２
日
目
は
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
、
歩
く
ス

キ
ー
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
野
鳥
の
森

の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
豊
か

な
自
然
に
抱
か
れ
、
蔵
王
の
冬
を
存
分
に

満
喫
し
、
親
子
で
楽
し
む
こ
と
の
で
き
た

２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 

 

【
蔵
王
自
然
の
家
】 

  

 

蔵
王
自
然
の
家
で
は
、
親
子
の
絆
を
深
め
る

と
と
も
に
、
蔵
王
の
自
然
と
四
季
の
移
り
変
わ

り
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
親
子
対
象
の
事

業
を
、「
満
喫
！
蔵
王
」
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
季

節
ご
と
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
春
は
新
緑
の
中

の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
夏
は
清
流
の
沢
登
り
、
秋

は
紅
葉
を
堪
能
す
る
登
山
。
そ
し
て
冬
は
、
テ

ー
マ
を
「
家
族
で
蔵
王
の
冬
を
遊
び
つ
く
す
２

日
間
」
と
し
て
、
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
メ 

 

木の上から記念撮影 
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【編集後記】 

今号では、「ひなの郷せんなん」について紹介しま

した。どの施設も歴史ある雛人形が飾られ、見事な

ものばかりです。また、仙南地域には、蔵王連峰の

山あいから湧き出る温泉が数多くあり、温泉の宝庫

として知られています。 

ぜひ、仙南地域のひな祭り施設や温泉を巡ってい

ただき、お楽しみください。 

読者の皆様からのご意見、ご要望をお待ちしています。 

下記までお気軽にお寄せください。 

 

宮城県大河原地方振興事務所 地方振興部 

〒989-1243 柴田郡大河原町字南 129-1 

TEL：0224－53－3182（直通） 

FAX：0224－53－3076 

E-mail：oksinbk2@pref.miyagi.lg.jp 

ＨＰ：https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/oksgsin-e/ 

 

                                  

 
ＴＯＰＩＣＳ 

次 号 は ７ 月 中 旬 の 発 行 予 定 で す 

仙南地域の青年が一堂に会し地域との交流活動を行ってき

た「仙南青年文化祭」。今年度は、白石市の中央公民館で開催

しました。当日は、各市町イチ推しスイーツの販売や開催地白

石ならではのこけしの絵付け体験、温麺巻紙デザイン、甲冑の

着付け体験など様々な催しを展開。ご来場の皆様にもきっと満

足いただけたものと思います。 

地元高校生のアクトや体験ブース等もあり、文字通り「仙南

地域の若者文化の祭典」となりました。 

【大河原教育事務所】 

 

ま
ち
づ
く
り
・ 

地
域
振
興 

 

教
育

こけしの絵付け体験 

令和５年度仙南青年文化祭 inしろいし 

～＃おらほの推しのスイーツ～ 

甲冑の着付け体験 

mailto:oksinbk2@pref.miyagi.lg.jp
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/oksgsin-e/

